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「ぶんかざい おおた」発行にあたって
大圧枢:iヨよ 聰 動 散む好翻 39憔 講駁む翅働 27焦 因離む翅働 が120件ありま丸
こα潔ヽ 噛 じ財包喧職如 といって、既拍チ)かつている選動
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測まКЮイ牛嘘 にαまりますЪ

文化財係で|よ これらズ 動 の難 と活用を目的として、「読ぬ訴嘲建峯肇騨箸」J、 「        、
|■助燭J史跡めぐり」、備難難や」等をイ予つています。まな 埋蔵文f日財の発囲冨や発測冨を受け付けて

います。こうした情報を区民の皆さまに広くお知らせして、匡眠の共有財産である「文化財」の保護は

なお=層
のご協力を賜りますよう、お願い申しJス 第 lf新辞ljOごあいさつといたします。

大田区教育委員会では、文化財保存事業

として平成 9年 度よ り文化財所有者に

対 し、修理等の保存事業の必要が生 じ

た場合に、補助金 を交付することとな

りま した。平成 9年 度に行われた保存
事業は下記のとお りです。

☆区指定文化財 弘法大師坐像 (密蔵
院)解 体修理
この像は寛永 7年 (1630)に 造立され
ました。今回、寄木造 りの接合部にゆ

るみが生 じていたため、解体修理を行
いました。御像・台座 ともに彩色の剥

落止めを施 し、彩色の欠失部は顔料で

着色 し、古色仕上げをしました。

賣区指定文化財  ヒ/い の古本 (原 田方 )
書体保護
この本は樹齢を経た巨大な「 しい」
で、俗に「大葉 しい」 と呼ばれます。

樹高 15m、 古 くは一本の大本であつた

ものが下部から幹が株立状に 19本に分
かれています。近年、腐朽が全体的に

広が り、空洞化 して、根本から倒木す

る危険性が生 じてきました。このため、

傾斜 した大枝部全てに支柱を設置 し、

樹体保護を行いました。

☆国指定重要文化財 本 F号寺五重塔
解体修理 (国庫補助事業 )

この塔は関東最古の五重塔で、慶長 12年

(1607)に建立されました。創建以来約 400

年を経て、破損が著しく進んでいたため、

平成 9年度より五カ年の

計画で国庫補助事業とし

て全解体修理が行われて

います。現在、解体作業

を進めながら、破損や腐

朽の状況、実浪1調査等が

行われ、現況が記録され

ています。

◇平成 援0年度保存事業◇

。大日タ
ー
鋤 燻蒸

・海難供養塔 (大森東
二丁目)

保存 。修復

・ 申 卿 蘇

。社殿(久が原東部八幡神社)

虫菌害防除

平成 9年度より大田区文化財保存事業がはじまりました。



§指定文化財調査 § 区内の 120件の区指定文化財は、昭和 48年度から 50年度にか
けて指定されたものです。区は平成元年度から 12年度にかけて指定文化財の基礎資料を

整えるため、調査を行つています。今までの調査の中からいくつかをご紹介いたします。

阿弥陀如来及び両脇侍立像 (萬福寺) 社殿彫刻       (御 嶽神社 )

(平成 6年度調査 ) 南馬込 1¨ 49‐ 1 北嶺町 37‐ 20

萬福寺の本尊で、善光寺式阿弥陀三尊

像です。現存する鋳銅製の善光寺式の像

としては、中尊像高 87.3cmと いう大き

さを誇る希有の優品です。鋳造技術も周

到で、像の形式から鎌倉時代中ごろに製

作されたと推定されます。

富士塚      (羽 田神社 )

(平成 4年度調査 ) 本羽田 3‐ 9‐ 12

富士塚とは、富士講の人々が築いた人

工の富士山です。かつて山開きのときや、

富士登山ができないときに代わ りにこの

塚に上 りました。俗に「羽田富士」と呼

ばれるこの塚は、江戸後期あるいは明治

初期に築かれたと伝えられます。今回の

調査では、富士塚の実測図作成と、石塔

調査を行いました。 (「大田区の文化財第

31集 有形民俗文化財とその周辺」に調
査成果掲載 )。

(平成 8年度調査 )

区内の神社社殿の中で、

建築年代が江戸時代に

さかのぼるものはわず

か 4棟で、御嶽神社も

その一つです。今回の

調査により、本殿壁画

の彫刻の銘文、神社所

蔵の文書が発見されま

した。本殿の周囲に施

されたみごとな浮彫彫

亥」は、社殿と同時期の

天保 2年 (1831)に 、藤

原篤意により製作され

たと伝えられ、浦島太

郎、養老の滝、司馬温

公甕害」りなど、和漢の

物語、故事にちなんだ

ものとなつています。
▲図 平成 8年度指定
文化財調査報告書より

§指定外文化財調査懸 民家藤査 守半本晟彗澪 (平成8年度調査)大森北3丁目

大田区に残る歴史的建造物のうち、貴重な地域固有の特徴を備えた民家が取 り壊され

ることとなり、記録保存を行うため、調査が行われました。

「守半のり」として親 しまれる守屋家は、大森の旧家です。万延元年以前に建てられ

たと伝えられます。建築の様式等から江戸時代後期の建物と推定されます。以前は農家

の建物で したが、明治中期から海苔加工を営むようになり、 改修を何度か繰 り返 して
います。この建物の大きな特徴は、4

本の大黒柱が真ん中の部屋を囲み、一

つの核をつ くっていたことです。また

外観は、上に銅板を覆つていましたが、

茅葺き屋根を保ち、かつての農家の様

子を伝えていました。

く図 平成 8年度民家調査報告書より



罐讐之之可之屏当雰郎翁替仄膊読基
宝業山古墳は、多摩川下流域にける最古の

古墳で、南武蔵の中で、後の荏原郡にあたる

地域の首長墓ではないかと考えられていま

す。平成 7～ 9年度にかけて多摩川台公園拡

張部の公園整備に伴い、古墳の規模・形状・

築造年代および保存状態を確認 し、その保

存。活用をはかることを目的にした発掘調査

が行われました。調査の結果、宝葉山古墳は

全長 97m、 後円部径 52m、 同高さ 1lm、

前方部幅 37m、 同高さ 8mの前方後円墳と

推定されました。また、古墳の「 くびれ部」

付近からは、4世紀前半の上器が多く出土し

ました。このことから、古墳の築造年代は、

▲「東京都指定史跡宝葉山古墳」より公園整備図

以前から推定されていた 4世紀後半から大

幅にさかのばり、4世紀前半に多摩川流域で

最初に築造された前方後円墳であることが

わかりました。この結果、多摩川下流域の古

墳時代の開始は、4世紀前半にさかのぼるこ

とになり、大田区だけでなく古代南武蔵、ひ

いては古代東国の古墳時代を考える上で学

術的に有意義な結果を得ました。

この調査により古墳の範囲と墳形が確定

したことで、宝業山古墳は、平成 8年 3月

18日付「東京都指定旧跡」から、「同史跡」

へ種別変更されました。現在古墳は多摩川台

公園内において整備され、公開されています。

平成 9年度に行われた建築等に伴う緊急

発掘調査のうち、久が原台地上の遺跡、2件

をご紹介します。

金久が原グリーンハイツ内遺跡調査◆

平成 9年 3月から 7月 にかけて、共同住

宅の建て替えにともない、発掘調査が行われ

ました。調査の結果、旧石器時代の石器群の

ほか、弥生時代後期の住居跡が 54軒、古墳

時代末期の横穴墓群 11基などが、発見され

ました。この調査によって、久ケ原遺跡の範

囲が久が原台地中央部周辺から東南部縁辺

際まで及んでいたことや、久が原台地南斜面

に分布する横穴墓が、東側台地斜面にまで及

んでいたことが分かりました。つまリミ久が

原台地は先人にとって非常に暮らしやすい

場所であつたのです。

畿久が原 6-0(久 ケ原遺跡 )調査會
平成 9年 7月 から8月 にかけて、個人住

宅建設に伴う発掘調査が行われました。調

査の結果、弥生時代後期の方形周溝墓 4基

が発見され、各周溝からは久ケ原式土器が

数個体出土したほか、特に 4号墓の埋葬施

設からは、ガラス玉 20個が発見されました。

久ケ原遺跡は従来から多くの住居跡が発

見されていましたが、今回の調査では、そこ

に暮らした人々の墓地である方形周溝墓の

発見により、遺跡の性格を考える上で大変重

要な調査になりました。

議平成 9年度埋蔵文化財調査◇

試掘調査のみ 5件、発掘届 66件

本調査 (7件 )

中央 8‐ 32(十二天遺跡 )

久が原5折 り∽源グリーン イヽツ内薗射

西馬込 2‐25(大谷・下谷遺跡)

久が原 5‐23(久ケ原遺跡)

久が原 6‐9(久ケ原遺跡 )

山王 2‐ 8(山王遺跡)2件



東京文化財ウィーク (11/7～ 15)

この期間、都内全域で国 。都指定文化財

が公開されるほか、各市区町村との連携に

より各種文化財事業を行います。大田区で

は、次の事業を実施 します。

◆ 文化財の公開
①「 日蓮上人入減の旧跡」

(池上 2‐ 10‐5大坊本行寺 )

11月 7日 ～11日 午前 9時～午後 4時

②「法華経板木」 (大坊本行寺 )

11月 7日 (土) 午前 9時～午後 4時
③ 「池上本門寺宝塔」

(池上 1‐ 1‐ 1池上本門寺 )

11月 7日 ～15日 午前 9時～午後 5時

※なお、10月 中旬より「文化財マップ」を

文化財係及び郷土博物館で配布 します。

◆ 史跡めぐり「池土地区」
▽日時 11月 7日は泊降刹時6分‐3時も分
▽コース 池上会館→妙見堂 (照栄院)→万
両塚 (永寿院)→あけぼの楼跡→高橋染
工場→六郷用水路跡ほか(雨天中止)

▽定員 抽選で 100名
▽申込方法 往復ハガキ。参加者全員の住
所 。氏名 。年齢 。電話番号を明記。10月

20日 必着。一枚で複数申込できます。

▽申込先 〒 144‐ 8623 大田区教育委員
会社会教育課文化財係 翻 5744‐ 1449
奎 講演会
F最近の図典還跡発掘調査報告」

～十二天遺跡

,ス.が源グリーンハイツ内進務～

▽日時 11月 14日 (土 )午後 2時～ 4時
▽会場 大田区民プラザ 小ホール
▽講師 福田 良(日本考古学協会会員)

小池 聡 (同 協会会員)

▽申込方法 往復ハガキ。住所 。氏名 。年
齢 。電話番号明記。10月 30日 必着。

▽申込先 史跡めぐりと同じ

遺跡見学会 (久原小学校内遺跡 )

今年度 5月 より、久原小学校拡張用地内

で、埋蔵文化財の発掘調査が行われていま

す。縄文時代や弥生時代の住居跡、土器等

が多数出上しています。

▽開催日時 11月 29日 (日 )、 1回 日 午
前 10時～、 2回 日 午後 2時～
▽参加方法 直接現地に集合 (小 雨決行 )
▽問合先 社会教奇飛翅鏃 Te1 574牛 И6

文化財講座が成人学校 。区民大学に

平成 9年度まで文化財講座として、ご好

評を頂いていた講座で したが、本年度より、

成人学校・区民大学の講座の一環として、

開催することになりました。より幅広 く区

民に文化財を学んで頂き、地域への愛着 。

生涯学習の一助となることを願つています。

◆知つていますか ?◆

文化財係では区内各地域毎に地名の由来

や歴史 。文化財を紹介 したバンフレットを

発行 しています。また、指定文化財を中心

に区内 12個所のコースを設定 した小冊子

「大田の史跡めぐり」を発行するなど、区

民の皆様の文化財へのご紹介をしています。

また区内の文化財 。埋蔵文化財についての

調査報告書を発行 しています。

お気軽に窓Elまでお尋ねください。

/ 聰埋載文化財包蔵地の確認 :こついて⑬
区内には文化財保護法による周知の埋

蔵文化財包蔵地 (今 までに分かつている遺

跡のある場所)が 200カ所以上あります。
これらの指定地域で建物を建てようとする

場合、事前に区教育委員会を通 じ、文化庁

への届出が必要です。土木・建築等の工事

のご計画がある場合は、先ずは遺跡の指定

1地域かどうか、文化財係までお問い合わせ
｀
下さるよう、お願いいた します。


